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　運動会前の情報提供の方法には、
園だより、学年・クラスだよりや送
迎時などのコミュニケーションが
あります。内容には、次のような要
素を含むようにします。
●運動会そのものや種目のねらい
　運動会は、楽しむだけのイベント

ではなく、保護者が子どもの成長を
確認する場でもあることを説明し
ましょう。
　「特に、集団の中での我が子の姿
を見るよい機会であることを伝え
ましょう」（磯部顧問）
　種目に関する説明では、各年齢の
発達を意識します。かけっこなら次
のような内容が考えられます。
【４歳】速く走るよりも腕を振って

走るなど、走りの基本を大切にする
【５歳】４歳のねらいに加え、１人
の挑戦からチームでの挑戦になる
ことにより、心と体の両方が育つこ
とを大切にする
　こうした発達段階を知ることで、
保護者は我が子の成長を実感しや
すくなります。
●練習風景など当日までの様子
　子どもが練習で努力し成長して

があります。こうした方針を保護者
と共有しておくことで、勝敗だけに
一喜一憂せず、我が子の成長に気付
きやすくなります」（磯部顧問）

　保護者への情報発信について検
討する際には、保育者自身が運動会
の本来のねらいや意義を再確認す
る必要があるでしょう。

　「その際、園長先生には、広い視
点で運動会の意義をとらえ直し、保
育者や保護者に伝えていく役割も
求められます」（磯部顧問）

運 動 会 前

子どもの育ちを伝える運動会の情報発信第２
特集

保育者の気持ち
「年長の姿を見て、年少が

育ってほしい」という保育者の
気持ちを、年長児たちも意識し
ていることを伝えています。

種目の見どころ、ポイント
年長が出場する種目の説

明。内容やねらい、注意して見
てほしいポイントなどを説明し
ています。

発達段階も踏まえて
見てほしいポイントを紹介

当日までの努力や成長をていねいに伝える

◎東京都練馬区立光が丘さくら幼稚
園では、2010年度の運動会の数日前、
年長児の保護者に向けて、左のよう
な学年だよりを発行しました。種目
の紹介などとともに、本番までのプ
ロセスを伝えて子どもの育ちを共有
することを特に重視したそうです。

保護者に運動会の情報を伝える「学年だより」 光が丘さくら幼稚園の例
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　子どもにとって晴れの舞台であ
り、年間行事の中で最も盛り上がる
運動会。保護者や地域住民が集まる
ため、園の教育・保育について理解
を深めてもらうチャンスでもあり
ます。
　「運動会の種目を通して心と体の
成長が伝わるだけでなく、子どもの
姿や保育者の声かけなどから、園の
方針や保育の姿勢なども垣間見え
ます。運動会で受けた印象は園に対
する信頼を左右し、園児募集など

の経営面にかかわることもあるで
しょう」（磯部顧問）
　運動会を通して保護者と良好な
関係を築くためのポイントが「情報
発信」です。どの園でも、事前に園
だよりなどで運動会について伝え
ていますが、運動会のねらいがきち
んと理解されているか、保護者が欲
している情報を提供しているかと
いった視点から見直すと、改善点が
見つかることもあります。
　提供する情報により、保護者の運
動会を見る視点は大きく変わりま
す。例えば、運動会のねらいが十分
に伝わっていないと、保護者は我が

子の「勝敗」にばかり関心が向くこ
とがあります。もちろん、勝敗があ
ることで、子どもは活動のめあてを
意識しやすくなりますし、運動会が
盛り上がる要素にもなります。しか
し、子どもや保護者が過度に勝敗に
こだわらないような配慮も必要で
しょう。
　「運動会をその後の成長につなげ
るには、勝敗にかかわらず、『自分
の力を出せた』『みんなで協力でき
た』などと実感できるようにするこ
とが重要です。そのためには練習の
ときから努力したり協力したりす
る姿を勝敗以上に大切にする必要

ベネッセ次世代育成研究所
顧問

磯部頼子

監 修 資料・事例提供　東京都練馬区立光が丘さくら幼稚園
◎教育目標は、「自分で考えて行動する子ども」「思いやりのある子ども」「明るく元気
な子ども」。周辺には緑豊かな公園が多く、自然体験も充実している。
園長／瀬田雅江先生
所在地／〒179-0072　東京都練馬区光が丘2-4-8-101
園児数／66名（４～５歳児）※２年保育

第２特集

子どもの育ちを伝える
運動会の情報発信

～「結果」よりも「成長プロセス」に注目してもらうために～

運動会は、子どもの成長や園の教育・保育について保護者に伝えるよいチャンスです。
しかし、中には勝敗や出来不出来に強い関心をもつ保護者も少なくありません。

事前・事後の情報発信を工夫し、「運動会をどう見るとよいか」を伝えることで、園と保護者が
子どもの育ちを共有し、信頼関係を深められるでしょう。

運動会は保護者や地域住民に
園の方針を伝えるチャンス

練習のプロセスや子どもの変化を伝える
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　運動会後に抱いている気持ちは
一人ひとりの子どもや保護者に
よって違います。そのため、運動会
後に担任の保育者が送迎時などに
個々の保護者に声をかける気配り
が大切です。
　「『転んでしまったけど泣かない
でがんばれましたね』など、一人ひ
とりのがんばりや成長を見つけて

保護者に伝えるようにしましょう。
できれば、運動会が終わって次に
会ったときに話しかけたいところ
です。なかでも、何かに失敗した子
どもの保護者は落ち込んでいるこ
とがあるので、特に気遣ってくださ
い」（磯部顧問）
　また、運動会の運営などについ
て、保護者から要望が寄せられるこ
ともあります。
　「改善に役立てられる意見は、
『言ってくださってありがとうござ

います。来年に生かします』などと
感謝の気持ちで接すれば、たいてい
の保護者は納得してくれると思い
ます」（磯部顧問）
　個々の保護者への声かけととも
に、「この種目でこんな成長が感じ
られた」「運動会後の遊びがこう変
わっている」など、全体的な成長や
変化についても伝えたいものです。
これは、園だよりなどで発信すると
よいでしょう。

運 動 会 後

子どもの育ちを伝える運動会の情報発信第２
特集

失敗した子どもの保護者には
特に配慮する

当日の子どものがんばりや成長を個々の保護者に伝える

◎「走るとき前を見る」「転んでも泣かない」「自
分の出番以外のときのあり方」などに子どもたち
の成長が感じられました。
◎今の年少さんも年長さんになったら、あんな風
になるのかなと思うと、今から楽しみです。
◎年長さんは自分の競技を行うだけではなく、運
動会をつくっている感があり、子どもたちの成長

を違う面から感じられました。
◎年長のリレーはとてもよいレースでした。皆で
協力すること、一人ひとりがあきらめないで全力
で走り、つなげていくことの素晴らしさが、見て
いた年少さんにも何となく伝わっているような気
がします。

運動会のねらいなどを十分に伝えることで、保護者からこのような感想が寄せられました

◎Ａちゃんはリレーで転んでしまいまし
た。それを残念がっていたＡちゃんの母
親に、保育者はこんなお話をしました。
　「リレーの練習で同じクラスのＢくん
はいつも泣いてしまい、最後まで走れま
せんでした。その姿を見た子どもたちの
間に徐々に『みんなで走りたい』という
気持ちが広がり、Ｂくんを仲間として勇
気付ける温かい雰囲気が生まれました。
　当日、Ｂくんはクラスみんなの応援を
受けて何とか完走しましたが、他のクラ
スに大きくリードされてしまいました。
次に走るＡちゃんは、練習のときからＢ

くんをとても気遣っていました。隣の列
の子にぶつかって転倒したのは、『Ｂく
んの遅れを取り戻したい』と必死になる
あまり、慌ててスタートラインに飛び出
したからです。Ａちゃんはすぐに立ち上
がり、泣きながら走り抜いたんですよ。
友だちの遅れをカバーするために必死で
走る姿にとても感動しました。すごく成
長したと思います」
　当初は転んでしまったことばかりを残
念がっていたＡちゃんの母親でしたが、
保育者の説明から我が子の成長を感じ
取って安心したようでした。

光が丘さくら幼稚園でのエピソード

保育者の声かけで我が子の「成長」を感じとります

保護者から
寄せられた声

光が丘さくら幼稚園の例光が丘さくら幼稚園光が丘さくら幼稚園の例
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きた様子などを説明します。例え
ば、リレーの練習で次第にチーム意
識が芽生え協力するようになった
過程を説明すれば、保護者は勝敗よ
り先に我が子の成長を喜ぶでしょ
う。さらに、子ども同士が話し合っ
て順番を決めたり、他のチームに勝

つための作戦を立てたりする様子
からも成長が伝わります。
●係など、全体の中での役割
　子どもが係を担う園ならば、自分
が選んだ役割を果たすことにも意
味があることを知ってもらいます。
　「子どもは、集団の中で自分の役

割を自覚し、責任をもってやり遂げ
ようとする過程で大きく成長して
いくものです。単に与えられた仕事
を無事にこなせたかどうかだけで
はなく、子どもの内面の変化にも保
護者の目が向くようにします」（磯
部顧問）

保護者に運動会の情報を伝える「学年だより」 光が丘さくら幼稚園の例

準備を通して成長した様子
みんなが注目する種目の一つであるリレーについ

ての説明。子どもが他のチームに勝つためにアイディア
を出し合ったり、話し合って順番を決めたり、本番まで
の準備を通して成長した様子が伝わってきます。

係など競技以外の活動
保護者の目が向きにくい係の活動を詳しく紹介し

て、運動会のさまざまな場面が育ちのきっかけになって
いることを説明しています。

日々の
活動とのかかわり

運動会での活躍は、日常の活
動に支えられていることへの
理解を促しています。

保育者が感じとった
子どもの成長

係の分担を決める話し合い
で、お互いの思いを受け止め
て気持ちを調整する育ちが見
られたことを報告していま
す。

集団生活の中での
取り組みの意味

一人ひとりの子どもが参加し
てつくり上げる運動会である
ことを強調して伝えていま
す。
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